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Ⅰ  はじめに  








がある」という回答に際し、全体に占める割合 72.5％(2015 調査が該当)1)  を 
示し、自肯定感の衰退と共に、義務教育課程における幸福度衰退への懸念も伺 
われる。 
  一方、図１に示す、先進国における「子どもの幸福度」について、ユニセフ 
(2013)の調査 2)  によると、オランダが平均順位世界一位を示しており、日本 
と比較すると幸福度の割合が高いことが分かる。この背景としては、オランダ 







た世界幸福度ランキング(国連 20 図１ 子どもの幸福度に関する総合順位表 
19)によると、「1 位 フィンラン
ド、2 位 デンマーク、3 位 ノル
ウェー、4 位 アイスランド、5
位 オランダ、6 位 スイス、7
位 スウェーデン、8 位 ニュー
ジーランド、9 位 カナダ、10
位 オーストリア」とあり、日本
は 58 位であった。3) 










る 4)  ことを示唆しており、また、田中(2018)は、生活との差異に基づく授業の 











Ⅱ  イエナプラン教育における教育原理の考察  












流 6)  となっており、従来型の日本の学校教育方法論とは大きく異なっている。
オランダでは、4 歳から 12 歳までが小学校教育の年齢となっており、イエナプ
ラン教育では小学校過程において、「4 歳から 6 歳」「6 歳から 9 歳」「9 歳から




























































図３ イエナプランのマルチエイジの学級編成図 9) 
 



















































































て定義されている。10)    



























































































 異年齢活動におけるイエナプラン教育では、大きくは、年齢幅が 3 か年によ
る異年齢集団での構成となっているが、例えば、この年齢幅が 3 か年以上の年
齢幅であった場合はどのような状態となるであろうか。Ⅲで示した日本国内に














































ニケーション的行為による会話形態について、男:2 対女 2 の会話形態が最も効
果が期待できるものとしている。15)   これらを総括して検討すると、図５の
異年齢会話形態モデルが考えられ、最も有効な小集団としてのコミュニケーシ
























Ⅴ  異年齢教育に果たすコミュニケーション的行為の役割 
   J.ハーバーマス(1929)は、コミュニケーション的行為において、意思疎通で
ある「了解」について重視しており、その成し得る意義について、各々から他




















































①命の神秘性（たくましさと不思議さ）           
②命の超越性（人間の力を超え，与えられたもの）
③命の有限性（不可避な死）           
④命の非可逆性（元に戻せない一回性） 
⑤命の連続性（縦のつながり）     
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Consideration of educational principles rooted in multifaceted and multifaceted  
thinking 
―From an educational method based on Jena Plan education case― 
 
Kiyohiro SAKUDA*1，Yoshikazu NAKAYAMA*2 
 
Today, school education that emphasizes thinking, judgment, and expression is 
required, and there is a need for an educational principle based on the creation of 
a proactive group based on a multifaceted view of things. In particular, build up 
moral sentiment, build sublime morality rooted in moral judgment, and foster thinking, 
judgment, and expression through multifaceted thinking by enhancing educational 
methods for direct communication through dialogue. Will be the basis for higher 
education and important educational principles for working people in the future. 
Considering the above points, considering the principles of education in Jena Plan 
education in the Netherlands and different age education in Japan in order to build 
human relations that are the foundation of group building, and by enhancing 
communication activities such as dialogue and active learning, He suggested that 
self-affirmation, self-efficacy, morality, etc. were cultivated and that an 
educational principle for the pursuit of ideal happiness was established. 
 
Keywords: Independent, interactive and deep learning，Multifaceted perspective， 
self-affirmation，happiness pursuit 
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